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短期留学生報告 (201 0 年 1 0 月 -.. 20 1 1 年 9 月 )
加藤扶久美
1 . は じ め に
富 山 大学留学生 セ ン タ ー で は， 学術交流協定校か ら の 短期留学生が学部 お よ び大学院で学習 ・ 研究が
円 滑 に 進 め ら れ る よ う に ， I富 山 大学短期留学生受入れ体制要項」 に 基づ き ， 日 本語教育 お よ び見学旅
行 「 ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ」 の 立案 ・ 実施 を し て い る 。
富 山 大学 に 在籍 し た 短期留学生 は ， 2010 年度後期 (2010 年 10 月 - 201 1 年 3 月 ) が 14 人， 201 1 年
度前期 (201 1 年 4 月 - 9 月 ) が 14 人 で あ っ た。 表 1 に 所属別短期留学生数 を ， 表 2 に 出 身大学別短期
留学生数 を 示 し た。
表 1 所属別短期留学生数
五福地区 高 岡地区
合計
人文 人発 経済 理工 芸文
2010 年度後期 7 2 4 1 。 1 4 
201 1 年度前期 8 3 1 1 4 
* 人文 は 人文学部 と 人文科学研究科， 人発 は人間発達科学部， 経済 は経済学部 と 経済学研究科， 理工 は
理工学教育部， 芸文は芸術文化学部 を示す。
表 2 出身大学別短期留学生数
2010 年度後期 2011 年度前期
韓国 国民大学校 4 3 
江原大学校経営大学
慶北大学大学院 。
中 国 山 東大学 2 2 
遼寧大学 1 1 
大連理工大学 1 1 
大連理工大学大学院 1 
中南林業科技大学経済学院 l 
中南林業科技大学経済学院大学院 1 
西南交通大学交通運輸物流学院大学院 l 。
上海大学大学院 1 。
タ イ チ ュ ラ ロ ン コ ン 大学大学院 。 l 
フ ィ ン ラ ン ド ラ ハ テ ィ 応用化学大学 。 1 
(合 計) 14 14 
本稿 で は， 表 1 ， 表 2 に 示 し た短期留学生 に つ い て ， 2010 年度後期 と 2011 年度前期 の 日 本語 プ ロ グ
ラ ム (五福 キ ャ ン パ ス ) の 受講状況 と ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プへ の 参加状況 に つ い て 報告す る 。
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2 日 本語プ ロ グ ラ ム (五福キ ャ ンパス) の受講状況 に つ い て
2 .  1 総合 日 本語 コ ー ス
上級 レ ベ ル の 短期 留 学生 は， 総合 日 本語 コ ー ス を 受講 で き る 。 受講者 は ， 2010 年 度 後期 が 7 人，
201 1 年度前期が 5 人 で あ る 。
表 3 に 所属別「総合 日 本語 コ ー ス 」受講者数を示 し た 。 「総合 日 本語 コ ー ス 」 の 受講者 は 文系 の 人文学部，
人文科学研究科， 人間発達科学部， 経済学部 に 在籍 し て い る 。
表 3 所属別 「総合 日 本語 コ ー ス」 受講者数
人文 人発 経済 合計
2010 年度後期 6 。 1 7 
201 1 年度前期 4 。 5 
L....-・E・-
* 人文 は人文学部 と 人文科学研究科， 人発 は 人間発達科学部， 経済 は経済学部を示す。
表 4 - 1 と 表 4 - 2 に ， 授業科 目 別 「総合 日 本語 コ ー ス 」 受講者数 を 示 し た。
表 4 - 1 授業科 目 別 「総合 日 本語 コ ー ス」 受講者数
読解 読解 作文 2 聴解 2 会話 2 漢字 2 日 本 文法 2 技
表
術
現
2 合計 平コ均マ受数講A2 B2 文化 2
2010
者
年度後期 。 5 。 3 1 6 4 2 1  (受講 : 7 人)
表 4 - 2 授業科 目 別 「総合 日 本語 コ ー ス 」 受講者数
読解 読解 作文 l 聴解 1 会話 1 漢字 1 日 本 文法 1 技
表
術
現
1 合計
平均受講A1 B1  文化 1 コ マ数
201 1
者
年度前
5 人
期
) 。 4 5 4 5 2 。 22 4 .4 (受講
平均受講 コ マ 数 は ， 2010 年度後期 が 3 コ マ ， 2011 年度前期 が 4.4 コ マ で あ る 。
2 . 2  日 本語課外補講
初級 ・ 中 級 レ ベ ル の 短期留学生 は 日 本語課外補講 を 受 講 で き る 。 受講者 は ， 2010 年度後期 が 4 人，
201 1 年度前期 が 3 人で あ る 。
表 5 に 所属 別 「 日 本語課外補講」 受講者数 を 示 し た。 2010 年度後期 は， 経済学部 l 人 と 経済学研究
科 2 人 と 理工学教育部 l 人 の 計 4 人 が， 初級 ク ラ ス を 受講 し た。 2011 年度前期 は， 経済学部 l 人 が 中
級 ク ラ ス を ， 経済学研究科 I 人 と 理工学教育部 1 人の 計 2 人が初級 ク ラ ス を受講 し た 。
高 岡 キ ャ ン パ ス 芸術文化学部 で は， 201 1 年度前期に 短期留学生が 1 人在籍 し た が， 時 間 割 の 都合で，
五福 キ ャ ン パ ス で 開講 さ れ て い る 日 本語課外補講が受講で き な か っ た。
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表 5 所属別 「 日 本語課外補講」 受講者数
経済学部 経済学研究科 理工学教育部 合計
2010 年度後期 2 4 
201 1 年度前期 3 
2 . 3 成績評価
上級 レ ベ ル の 短期留学生 に つ い て は， 受講 し た 総合 日 本語 コ ー ス の 科 目 の 成績評価 が な さ れ る (í総
合 日 本語 コ ー ス 報告」 参照) 。 学生へ の 成績通知 は， 日 本語教育部門短期留学生担当 の 加藤扶久美が 「学
業成績通知書」 を 作成 し ， 学期末 に 個別 に 渡 し て い る 。 人文学部 に つ い て は， 学部長名 で， í富 山 大学
人文学部短期 ( 1 年) 留学生 プ ロ グ ラ ム (受 け入れ) J に基づ く 「履修証明書」 が発行 さ れ て い る 。
初級 ・ 中級 レ ベ ル の 短期留学生 に つ い て は ， 依頼 に 応 じ て ， 受講 し た 日 本語課外補講の 「受講証明書」
が発行 さ れ る 。
3 ス タ デ. ィ ・ ト リ ッ プの実施状況
3 .  1 見学
2010 年 11 月 12 日 (金) の 「外国人留学生の た め の 見学 (歴史 ・ 文化探訪) J の 一環 と し て ス タ デ ィ ・
ト リ ッ プ を 実施 し た。 経費 は 学長裁量経費 と 留学生経費で， 貸切パ ス で 出 か け た。 行 き 先 は 瑞龍寺 (高
岡市) ， 瑞泉寺 (南砺市) ， 井波彫刻総合会館で， 参加者 32 人の う ち ， 短期留学生 は 12 人 で あ っ た。 留
学生指導部門 の 出 原節子 と 短期留学生担当 の 加藤扶久美が企画 し ， 出 原節子， 加藤扶久美， 副 島健治 お
よ び学務部学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム 員 の 4 人 で 引 率 し た。
3 . 2  フ ィ ール ド ・ ト リ ッ プ と の合同見学
日 本語研修 コ ー ス の フ ィ ー ル ド ・ ト リ ッ プ と の 合 同見学 と し て ， 201 1 年 6 月 24 日 (金) の 午後 に 富
山 市民俗民芸村 と 五百羅漢 に 出 か け た 。 参加者 6 人 の う ち ， 短期留学生 は 1 人で あ っ た。 短期留学生担
当 の 加藤扶久美が企画 し ， 加藤扶久美， 副 島健治 お よ び後藤寛樹が 引 率 し た。
4 おわ り に
学術交流協定 に 基づ く 短期留学生 に 対す る 留学生 セ ン タ ー の 支援 は ， 日 本語教育 と ス タ デ ィ ・ ト リ ッ
プ で あ る 。 日 本語教育 に つ い て は， 日 本語課外補講を受講す る 初級 ・ 中級 レ ベ ル の 学生 お よ び総合 日 本
語 コ ー ス を受講す る 上級 レ ベ ル の 学生 に 対 し て ， 今後 も 学部等 と の 連携 を と り な が ら 支援体制 を さ ら に
充実 さ せ て い き た い。
ま た， ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ に つ い て は， 広 く 全学向 け 見学 ツ ア ー の 一環 と し て企画 し 実施 し た が， 大
変好評で あ っ た の で， 今後 も 同様の 企画を盛 り 込ん で進 め て い き た L 、。
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